
１ 発生状況 

認知件数の推移（平成２０年－平成２８年） 

 

平成２０年以降の認知件数を比較すると、全国的には毎年減少し、平成２０年に比べ平成２８年は 

５９．８％減となった。県内では平成２２年にやや増加したものの概ね減少傾向にあり、平成２０年に

比べ平成２８年は５６．３％減であるが、前年比では１９５件増加、９．５％増とやや増加し、全国で

２番目に多い認知件数となった。 

 

２ 発生場所 

 

 

 

 

5,152  

3,964  
4,420  

3,374  3,161  3,175  
2,476  

2,057  2,252  

67,526  

59,350  

54,536  

46,899  
43,661  

40,716  

34,171  
31,430  

27,113  

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 

千葉県 全国 

一戸建住宅 

60% 

中高層 

（４階建て以

上）住宅 

7% 

その他 

33% 

６割が一戸建て住宅で発

生。中高層住宅での発生はわ

ずかである。 

その他の住宅とは、例えば、

３階建て以下の共同住宅や長

屋建て住宅、テラスハウス等

の住宅をいう。 



３ 侵入口 

 

  

４ 侵入手段 

 

 

５ 被害者年齢 
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その他・ 

不明 
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ベランダ 

17% 

居室 

33% 

その他の窓 
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不明 

6% 

ガラス破り 

49% 

無締り 

31% 

施錠開け 

8% 

その他の 

侵入手段 

7% 

不明 

5% 

１３～１９歳 

1% 

２０～２９歳 

15% 

３０～３９歳 

16% 

４０～４９歳 

16% 
５０～５９歳 

13% 

６０～６９歳 

20% 

７０歳以上 

19% 

およそ７割が窓から侵入。 

居室の窓から侵入が３割で最

も多い。 

５割がガラス破りで最も多

く、３割が無締り箇所から侵

入。合い鍵やサムターン回し

等の施錠開けによる侵入は１

割である。 

 

６０歳代と７０歳以上の被

害者がやや多い。 



 

【空き巣発生署別認知件数（平成２８年中）】

【館山署】

【鴨川署】

【勝浦署】

【いすみ署】

【茂原署】

【東金署】

【佐倉署】

【山武署】

【匝瑳署】

【旭署】
【銚子署】

【香取署】

【成田署】

【成田国際空港署】

【印西署】

【我孫子署】

【柏署】

【野田署】
【流山署】

【松戸東署】

【松戸署】

【鎌ヶ谷署】

【市川署】

【行徳署】

【千葉西署】

【四街道署】

【千葉東署】

【千葉南署】

【市原署】

【木更津署】

【君津署】

【富津署】

【千葉中央署】

【千葉北署】

【八千代署】

【習志野署】

【船橋署】

【船橋東署】

【浦安署】

・・・ １００件以上

・・・ ５０件以上９９件以下

・・・ ３０件以上４９件以下

・・・ ２９件以下


